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Abstract

Thepurposeofthisstudywastoclarifymovementtasksoflocomotioninｂａｌｌｇａｍｅｓａｎｄｔｏｍｏｄｅｌｔｈｅｍ

ｆｏｒｏｐｔｉmizingtraining・Coachingmanualsandvideotapesofｇａｍｅｓｏｆｌ３ｋｉｎｄｓｏｆｓｐｏｒｔｓ,includingballgames

andnon-ballgames,wereutilizedasthebasicmaterialsinthisstudyB

Movementtasksoflocｏｍｏｔｉｏｎｉｎｃｏｍｍｏｎｓｉｔｕａｔｉｏｎｔｏｔｈｅｓportgames，whereplayersdidn，toperatethe

ballnorcontactwiththeotherplayers,couldbedescribedfromtheviewpointsoftargetpositionsandanticipa-

tionofthem、MovementtasksfOrtrainingwerethenmodeledwithparameterswhichwerevarietyoftarget

positions，mobilityofthem，possibilityofanticipation,distancefOratargetpositionandtｉｍｅｌｉｍｉｔｔｏｒｅａｃｈｉｔ・

Firstthreeoftheparametersindicatedthedegreeofanticipateduncertaintiescorrespondingtotherelativere-

lationshipbetweenopen-skillandclosed-skill・Itwassuggestedthatoperatingtheparametersinthemodel

couldpossiblyoptimizetrainingfOrlocomotioninballgames．
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設定（川口，2004）したり，技術的選択肢を限定

することになるが，結果的に実際の試合場面との

乖離が生じて実践的示唆が得られ難いという問題

が生じる．例えば，Kraanetal．（2001）は，停止

した立位からの前方への合理的なスタート運動を

検討しているが，球技などではこのような単純化

された運動課題はほとんどないので，他の運動課

題と併せて総合的に検討していく必要があると考

えられる．

オープンスキルを特徴とする球技において，合

目的な運動形態やトレーニングへの示唆を得るた

めの実験的検討をする際には，試合の様々な場面

において解決すべき運動課題をまず明らかにした

上で，研究の目的に対応した実験での運動課題を

設定する必要があろう．

Ｉ・序論

１．スポーツにおける移動運動の運動課題

サッカーやラグビーなどでは，相手をかわした

りタックルするために方向や速度を変化させる移

動運動が行われる．テニスや卓球などでは，ボー

ルを打ち返すために小刻みなステップで移動す

る．それらは一般的には方向変換走，あるいは敏

捷'性などとして評価され，そのトレーニングが

様々な方法で行われている．Poulton（1957）は，

外的状況の変化や予測不可能などの条件下でのス

キルをオープンスキル，外的状況の不変や予測可

能などの条件下でのスキルをクローズドスキルと

定義した．外的状況は解決しなければならない課

題であり，スポーツにおいては選手の解決すべき

運動課題に対応していると考えられる相手や

ボールに対応する運動課題を含む球技などは，一

般にオープンスキルであるとされる．杉原（2003）

は，オープンスキルとクローズドスキルは相対的

に捉えるべきものであるとして，クローズドスキ

ルからオープンスキルへの変化に対応して，「同

じ動きを同じ様に行う｣，「同じ動きを変化をつけ

て行う｣，「異なる動きを選択して行う」という３

段階の目安を示している．オープンスキルとク

ローズドスキルは運動課題の違いによる分類であ

るが，運動課題の違いに対応して運動形態も変化

するという関係によって，運動形態によっても分

類されていることになる

クローズドスキルは，陸上競技における時間の

最小化や距離の最大化，あるいは体操競技におけ

る採点規則の下での演技（金子，1974,ppl8-22）

などのように，試合での運動課題は明らかであ

り，事前に決定されていることや，運動形態は平

均的あるいは代表的なものとして扱える場合が多

いことから，研究対象として扱いやすい．これに

対して，球技に代表されるオープンスキルでは，

選手の行為のための条件がめまぐるしく変化する

とともに，多様な技術的解決の可能性があり，競

技力の客観的把握が困難であるという特徴がある

(シュテイーラーほか，1993)．このため，研究対

象としては評価しやすい単純化された運動課題を

２．移動運動のトレーニング

ー般にトレーニングの方法としては，練習試合

のように試合形式の場面を用いて試合と同等の運

動課題を設定する全習的方法に対して，技術的ト

レーニングとして動きの修正を行う場合などで

は，空間的あるいは時間的に分節化する分習的方

法（村木，1994,ppl58-159.）や，努力度を変化

させる（伊藤・村木，2005）などの方法がある．

このようにトレーニングにおいては，その目的に

対応して運動課題が試合と異なっていることに意

義があるという側面を持つ．球技に特徴的なオー

プンスキルでは，多様な運動課題に対して時間的

空間的に適応し，予測的行為能力を高めることが

必要となる（和田，2002）ため，特に分習的ト

レーニングの場合には，その目的に対応したト

レーニングでの運動課題を適切に設定する必要が

あると考えられる．

トレーニングの遂行方式として，異なった運動

を組合せて行う多様性練習の有効性が報告されて

いる（シュミット1994)．「異なる動きを選択し

て行う」オープンスキルでは，そのトレーニング

運動は必然的に多様性を含んでいると見ることも

できるので，これを効果的に行うためには，その

多様性の内容を適切に把握することが必要であろ

う．学習転移における運動の類似性（塩野，1999）
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という意味においても，試合とトレーニングでの

運動の間で何がどの程度類似あるいは異なってい

るかという視点が，適切なトレーニング運動を選

択していくために有用である．方向変換走や敏捷

性を一般体力要素（永田，１９９６）として捉えて，

SAQトレーニング（曰本SAQ協会，1999）などの

体力的トレーニングによって向上させることもで

きるが，試合での運動と類似性が高ければ，技術

的トレーニングの対象として位置づけることもで

きる．トレーニングの運動と目的の対応関係は，

技術と体力の相対的関係の中で一義的ではないの

で，運動を様々な視点で把握することが，より適

切なトレーニングを行っていくためには重要であ

る．

敏捷性として重要とされるような下肢による移動

運動を中心として検討していく．

４．研究課題と方法

本研究の目的を達成するために２つの研究課

題を設定した．まず研究課題１において，移動運

動が含まれる13競技の指導書（後述の競技名の後

に文献として示す）と試合映像を検討対象資料と

して，試合の中にどのような移動運動の運動課題

が含まれているのかを明らかにする．１３の競技

は，教科体育で行われている，ラグビー（江田・

高森，１９８２；日比野，2003)，サッカー（大石・

山中，１９８３；松本，1985)，バスケットボール

(森下・大門，１９８２；曰本バスケットボール協会，

2002)，ハンドボール（大西ほか，１９８３；日本ハ

ンドボール協会，1992）のチームで対戦相手と位

置的に交わる侵入型球技，バレーボール（松平ほ

か，１９７４；曰本バレーボール協会，1988)，テニ

ス（日本テニス協会，１９９８；曰本プロテニス協

会，1999)，バドミントン（阿部・岡本，１９８５；日

本バドミントン協会，2001)，卓球（曰本卓球協

会，１９９０；曰本卓球協会，1995）のネットによっ

て対戦相手と分離された，個人あるいはチームで

のネット分離型球技，攻守が交代する交代型球技

の野球（石井ほか，1984）が含まれる．さらに，

これらの試合での運動課題としての特徴をより明

確にするために格技の柔道（松本，1975）と剣

道（大島・安藤，１９７３；湯野・岡村；1979)，お

よびクローズドスキル的な非球技あるいは個人競

技に分類される陸上競技（金原ほか，1976）と体

操競技（金子，１９７４；加藤・監物，1982）も併せ

て検討対象とした．これらの競技の指導書に記述

されている場面やルールの解説に基づき，ボール

操作の有無および身体の移動の有無などに着目し

て，試合での運動課題を競技横断的に評価できる

ような「試合運動課題モデル（以下「試合モデ

ル」と略す)」を定義するこれに基づいて，試

合に含まれる運動課題の経時変化を網羅的に記述

できるフロー図を競技種目毎に作成する．フロー

図は各競技の大学選手権あるいはプロなどの複数

の試合映像に基づいて，各選手の運動課題とその

３．研究目的

球技においては，ポールの操作のみならず守備

などでのボールを操作しない場面の運動も重要

(グリフインほか，1999）とされていることや，

ボール非操作場面での運動は課題と形態の点で競

技が異なっても共通性が高いと考えられることか

ら，ボール非操作場面での移動運動の運動課題を

整理してこれをモデル化しておくことは，指導現

場間や競技間でのトレーニングの共有化や，一般

的トレーニングとしてのクロストレーニング

(MorganandMcglynn，1997）などの点で有意義

であろう．

そこで本研究は，移動運動中のボール操作の有

無や運動課題としてのオープンスキルとクローズ

ドスキルの相対的な関係に着目しながら，試合で

の運動課題を明らかにした上で，ボール非操作場

面でのトレーニング運動の課題モデルを構築する

ことを目的とする．

一般に移動運動には走運動と歩行運動が含ま

れ，走運動は両足ともに完全に地面から離れる局

面を有し，常に一方の足が接地している歩行運動

と形態的に区別される（政二，2000)．さらに，

体操競技の床種目のように前転や倒立による移動

など様々な運動形態を含めることもできるが，本

研究では，立位での基本姿勢や構えと呼ばれるよ

うな停止状態を含めて，球技などで方向変換走や



スポーツ方法学研究第１９巻第１号平成18年３月1０

経時変化が過不足無く表現されているかが照査さ

れる．照査と修正によってその妥当'性が高められ

たフロー図に基づいて，各競技間に共通する運動

課題や特徴を検討する．次に研究課題２では，研

究課題１で定義された運動課題のうちボール非操

作の運動課題に検討対象を限定して，移動運動に

おけるトレーニングの運動課題を適切に設定する

際に有用な「トレーニング運動課題内容モデル

(以下「トレーニングモデル」と略す)」を検討す

る．運動課題は，オープンスキルとクローズドス

キルの相対的な概念を援用して，時間的および空

間的内容とそれらの先取りの視点でモデル化され

る．モデルには移動運動としての目標位置を規定

するパラメーターが定義されることによって，試

合での運動との関係に基づいたトレーニングの具

体的な運動課題を設定することが可能となる．

運動課題は，クローズドスキルとされる陸上競

技100ｍ走であっても，スタート場面での駆引き

や，中間疾走を効率的に走ること，フイニッシュ

の仕方など，様々に分節化するあるいは下位の運

動課題を設定することが可能である．チーム競技

ではチーム全体の戦術的課題から，数人あるいは

個人の課題と様々なレベルの運動課題が設定され

る．本研究では，課題の合目的な解決方法として

の運動形態との関係を議論できるレベルで，－人

の選手が達成すべき運動課題を中心として検討す

る．以下本文中では，「運動課題」および「運動

形態」は各々運動を略して「課題」および「形

態」とする．また，研究課題１において定義され

る「試合モデル」における課題は「試合課題」と

し，研究課題２において検討される同一の「試合

課題」の違いを記述できる具体的内容は「課題内

容」として，広義の「課題」と各々区別する．

Ⅱ試合運動課題の検討（研究課題１）

１．試合運動課題モデル

球技，非球技，格技，チーム競技，個人競技など

の特徴を含む前述の13競技を対象として，これら

の指導書に記述されている運動の場面とルールの

解説に基づいて，競技問で横断的かつ網羅的に課

題を把握できる「試合モデル」を定義した(表１）．

ある時点の課題はボール操作の有無と移動に関

する２つのカテゴリーの組合せによって表現され

る．ボール操作の有無ではボール非操作の「離｣，

ボール操作には，ボールキャッチ，キープ・ドリ

ブル，パス・投球に対応する「補｣，「保｣，「送」

ストローク・バッティングなどの「打｣，および

他者と接触する「力」を各々定義した．「力」は，

他者との接触によって他者を操作するあるいは操

作されるものと考え，ボール操作有りのカテゴ

リーに含めた．また，「力」はボール操作の他の

試合課題と並存するため，それらとも組合せられ

るものとした．一方，移動の課題では，複数の競

題モデル試合表１ 訂運動課是

【｢■
試合運動課題 表記 説明

ボール操作

4旺
Ｊ､､、

有

捕らえる

保持する

投げる・蹴る

打つ

力を人に及ぼす.受ける

離

捕

保

送

打

力

ボールの操作をしない

ボールキャッチ，タックル

ボールのキープ・ドリブル

キープしていたボールのパス，投球

ストローク，バッティング，ダイレクトパス

タックル・体当たりをする・される

移動

動作

捕捉

停止

位置

動作

捕捉

停止

位置

ボールなどの操作が中心で移動がない

捕・打球のための移動

ルール上・戦術上移動がない

適切な位置への移動・位置取り
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技間で共通して抽出された課題として，ボール操

作が中心でほとんど移動しない「動作｣，捕球あ

るいは打球のために移動する「捕捉｣，試合開始

場面などでルール上停止する必要がある，あるい

は戦術上移動する必要がない「停止」を定義し

た．さらにこれらを除く，ボール操作の有無に関

わらず適切な位置への移動あるいは位置取りを行

う課題として，「位置」を定義した．

方向の試合課題へと変化する．スローインでは，

スローアーが「プレー開始準備時間」での適切な

位置（｢停止・保｣）から，ボールをパスする（｢動

作・送｣）ことによりプレーが開始されて「プ

レー時間」となる．パスを捕捉しようとする選手

は，適切な位置に移動しながら（｢位置・離｣)，

パスを受ける（｢捕捉・離」から「捕捉・捕｣)，

あるいはその後の展開のために適切な位置へ移動

する（｢位置・離｣)．ジャンプボールとフリース

ローでは，スローインとは異なった「プレー開始

準備時間」の試合課題であるが，プレー開始とと

もに他のプレー開始場面から変化した試合課題と

合流して，同一構造の中で変化する．「プレー時

間」での適切な位置取り（｢位置・離｣)，ボール

へ向って移動してパスキャッチあるいはインター

セプト（｢捕捉・離」から「捕捉・捕｣）後にドリ

ブルからパス（｢位置・保」から「位置・送り，

あるいはダイレクトパス（｢捕捉・打｣）という攻

守に共通する一連の循環的な構造は，他の球技に

も共通した特徴として示された．一方，「プレー

開始準備時間」の試合課題は，競技毎のプレー開

始場面の多様性に加え，ルール上規定された選手

の特定の役割や戦術上の役割の多様性によって，

競技の特徴が各々示された．また，サッカーやラ

グビー，テニスのダブルスやバレーボールのよう

な２人以上のチーム競技では，捕・打球するかし

ないかを判断し，しない場合には直ちに適切な位

置へ移動するという選択肢（｢捕捉・離」から

｢位置・離｣）が加わり，試合課題の分岐として表

現された．しかし，テニスやバドミントンのシン

グルスでは，相手の打球に対しては必ず自身で打

球しなければならないのでそうした分岐はなく，

球技におけるチーム競技と個人競技の違いが表現

された．

剣道では，打突あるいは体当り（｢位置・打」

あるいは「位置・捕・力｣）と適切な間合いを取

ること（｢位置・離｣）を繰り返す球技と同様な循

環的な構造であるのに対して，陸上競技走種目と

跳躍種目などでは，スタートでの構え（｢停止・

離｣）からスタートからゴールあるいは助走を開

始して跳躍（｢位置・離｣）と言うように循環`性は

２．競技種目毎の試合運動課題の経時変化

試合中の課題の経時変化は，「試合モデル」に

基づいた試合課題間を矢印で連結することによっ

て経時変化フロー図として表現した．この際に

は，勝敗に関係する運動が行われている一連の時

間を「プレー時間」として，その間の運動を検討

対象とした．「プレー時間」は試合時間が決めら

れている競技では計時の進む間と同じであるが，

ボールがフィールド外に出てからスローインなど

によって再開されるまでの時間は除かれる．一定

の得点に達するまで行われる競技では，サービス

の時点からボールがコート外に接触する等までの

時間が対象となる．「プレー時間」の直前は，ス

ローインで他の選手がパスを受けるために移動す

る場面，陸上競技走種目でスタートのために停止

して構えている場面などがあり，これらの問を

｢プレー開始準備時間」として検討対象に含めた．

ある試合課題が，戦術，他の選手，ボールなどの

状況によって複数の異なった試合課題に変化する

可能性がある場面については，フロー図としても

分岐させて表現した．また，「プレー開始準備時

間」から「プレー時間」への経時変化の問に試合

課題が変化しない場合は，図表記の都合上，破線

矢印で表記して試合課題の変化する場合と区別し

た．

図１は競技種目毎に作成したフロー図のうち，

球技としてバスケットボール，格技として剣道，

非球技として陸上競技の走種目と投摸'I種目を代表

例として示す．バスケットボールでは，プレー開

始場面としてジャンプポール，スローイン，フ

リースローがあり，場面毎の「プレー開始準備時

間」での試合課題から，プレー開始とともに矢印
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↑破線矢印は「プレー開始準備時間」と「プレー時間」の間で試合課題の変化がないことを示す．

図１試合運動課題の経時変化フロー

バスケットボール

ジャンプボール ジャンパー 他

スローイン スローアー 捕球する 他

フリースロー スローアー ﾘﾊﾟｳﾝﾄﾞ参加 他

プレー開始

準備時間

プレー時間 ＝
停止

保

「

動作

送

刃

Ｌ」

「

停止

雛

可

Ｌ」

「

捕捉

雛

可

Ｌ』

「

停止

雛

■

Ｌ」

「

Ｌ

位置

離

可

」

「

停止

雛

可

Ｌ」

剣道

プレー開始

準備時間

プレー時間 頃
停止

雛

「

位置

離
Ｌ。

「

位置

捕・力

可

Ｌョ

「

位置

打

､

Ｌ」

陸上競技

走種目(リレー除く）

停止

雛

「

位置

雛

､

し。

陸上競技

投摸I種目

停止

保

「

位置

離

、

Ｌ」



球技における移動運動の運動課題 1３

見られず，陸上競技の他の種目や体操競技と同様

の，格技を含まない非球技の特徴として表現され

た．

この他，ラグビーではポール操作や他者との接

触の有無と，移動の試合課題の組合せと変化パ

ターンが多様であるのに対し，ネット分離型球技

や，非球技，格技では組合せの種類は少なく，フ

ロー図は単純な構造であった．このように，ボー

ル操作や他者との接触の有無やプレー開始場面の

多様性などの競技の特徴が，「試合モデル」にお

ける試合課題の多様性あるいはフロー図における

循環性および分岐性などの点で特徴付けられた．

以上のように指導書から抽出され試合映像中の

場面変化と対応することが確認された「試合モデ

ル」とそれを用いた試合課題の経時変化フロー図

は，異なる競技の運動を課題の視点で網羅的に記

述し，それらの特徴を示すことができた．

の違いを説明できる可能性があると考えられる．

陸上競技投榔種目では，「停止・保」から「位

置・保」での助走開始や，「位置・保」から「位

置・送」での投榔という試合課題の変化は，外的

要因に関らず選手自身のタイミングで行うことが

できる．一方，球技でのパスをインターセプトし

ようとする（｢位置・離」から「捕捉・雛｣）場面

の試合課題の変化は，他の選手がパスを出すとい

う外的要因によってタイミングが規定される．こ

のようなタイミングを規定する要因が内的である

か外的であるかということは，各々クローズドス

キルとオープンスキルの条件に対応している．ま

た，陸上競技走種目のスタート（｢停止・雛」か

ら「位置・雛｣）はスタート合図への対応として

タイミングを精確に先取りすることはできないの

に対して，テニスでは相手の打球する（｢位置・

離」から「捕捉・雛｣）タイミングは相手とボー

ルを見て先取りすることができる場合もあり，ク

ローズドスキルとオープンスキルの競技としての

分類とは対応しない場面もある．フロー図からは

いつ試合課題が変化するかというタイミングに関

する情報を得ることはできないが，オープンスキ

ルとクローズドスキルの違いは，競技毎ではなく

特定の場面に対応した試合課題の変化パターン毎

に理解されることが示された．

３．試合運動課題の先取り

課題の経時変化を先取りすることができれば，

これに対応した合目的な運動が可能となる．現在

とその後の課題に対する各々の運動が「局面融

合」（マイネル，1981,ppl56-166.）することに

よって全体としてより合目的になり，パフォーマ

ンスの向上が図られる．「運動の先取り」あるい

は「目標や目的の先取り」（マイネルl98Lpp，

228-236.）は，フロー図においてはある時点の試

合課題の矢印の先に示された試合課題を予め認識

することを意味する．

バスケットボールでのジャンプボールの「プ

レー開始準備時間」では，「停止・離」のジャン

パーは次にボールが審判によってトスされること

を知っているので，次の「捕捉・離」を先取りす

ることができ，そのための合目的な形態をとるこ

とができる．出されたパスを受けようとして走っ

ている（｢捕捉・離｣）選手は，パスを受ける（｢捕

捉・捕｣）までを先取りしているのか，更にその

後のドリブル（｢位置・保｣）までであるのか，あ

るいはダイレクトパス（｢捕捉・打｣）の可能性も

先取りしているのか，というように先取りされる

試合課題の範囲の違いが，パフォーマンスや形態

４．ボール非操作の試合運動課題

「試合モデル」の中で，ボール非操作に該当す

る試合課題は，「停止・離｣，「位置・離｣，「捕

捉・離」の３種類である．フロー図に示されたこ

れらを含む変化パターンを表２に示した．変化前

の試合課題は「プレー開始準備時間」と「プレー

時間」に分けて示し，変化後の試合課題では分岐

して変化後の試合課題が複数ある場合は，変化

１，２，３として示した．

「捕捉・離」は，「停止・離」や「位置・離」の

後に続いて，適切な位置からボールを捉えようと

移動する試合課題である．「捕捉・離」の後は競

技あるいは特定の場面によって，「捕捉・捕｣，

｢捕捉・打｣，「位置・離」の何れか，あるいは複

数への分岐パターンとなる．テニスの「捕捉．
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表２競技種目毎のボール非操作の試合運動課題の変化パターン
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を捕・打球するまでの移動距離や球速などによっ
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「停止・離」は，体操競技の床や平均台で演技
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球技における移動運動の運動課題 1５

｢位置・離」という単一の試合課題の中でもその

内容は様々に異なるとともに経時変化する場合が

あることから，方向変換走や敏捷性などに相当す

るオープンスキルの移動運動の課題という意味で

は異なった対応が必要となる試合課題の内容を

詳細に検討していく必要がある．

このように「試合モデル」は，同じ試合課題で

も様々な対応が必要とされることから，研究課題

２においてその具体的内容について検討する．し

かし，「試合モデル」を用いたフロー図は試合課

題の時間的前後関係を構造的に捉えることを可能

とし，試合課題の先取りを競技の特徴の中で適切

に把握する可能性を示したと言える．また，競技

種目の特徴に応じた詳細な「試合モデル」を定義

することなどによって，トレーニングの対象とな

る試合での運動の位置づけを明確にしてトレーニ

ング計画の中で活用することや，ボール操作を含

めた競技横断的な視点でトレーニングの共有化を

図ることも可能であろう．

的な試合課題として前の試合課題との関係を考慮

する必要が無く，既に目標位置に達しており，そ

こに停止していることが課題であると理解でき

る．また，後に続く先取りされる試合課題と併せ

て議論する必要があることや，「位置・離」にお

いても停止している場合もありうることからこ

こでは「位置・離」と併せて議論する．「位置・

雛」は，ボールを捕捉する以外の目標位置に向っ

て移動する試合課題であり，ゴールやフィールド

などの固定した具体的な物のある目標位置，ある

いは移動する他の選手やボール，戦術によって具

体的な物のない目標位置が規定される．「位置・

雛」では「捕捉・離」の場合と同様に様々な規

定要因によって目標位置に到達しなければならな

い時間的制約は異なる場合があると考えられる．

陸上競技100ｍ走では，100ｍ先の目標位置は

固定されている．一方，球技で守備選手が戦術的

にゴールと攻撃選手との間に位置しなければなら

い場合，攻撃選手とゴールの位置によってその間

の適切な目標位置が規定される従って攻撃選手

が移動することによって守備選手の目標位置も移

動することになる．このように目標位置を規定す

る要因は同じであっても目標位置は移動する場合

がある．一方，攻撃選手によってシュートが打た

れた場合は，例えばゴールに対して移動するな

ど，目標位置を規定する要因が変わることによっ

て，目標位置は連続的な移動ではなく離散的に変

化する場合もある．また，「捕捉・離」は力学的

法則に則って移動しているボールを捕捉するの

で，マークを外そうとする攻撃選手と適切な位置

関係を作ることよりも容易であると考えることも

できる．しかし，卓球などではボールの回転やバ

ウンドによる比較的小さな変化に対応できること

がパフォーマンスを決定する大きな要因であると

見ることもできるので，パフォーマンスや形態と

の関係を議論する際に，目標位置とその規定要因

の視点からは「捕捉・離」と「位置・雛」の分類

も相対的なものと捉えるべきであろう．

ネット分離型球技での目標位置までの距離は，

最大値としては卓球やバドミントンの数ｍから

テニスやバレーボールの十数ｍなど，コートの大

Ⅲボール非操作移動運動のトレーニング運

動課題内容モデルの検討（研究課題２）

１．時間的・空間的課題内容

「捕捉・雛｣，「停止・離｣，「位置・離」の３つ

のボール非操作の試合課題は，移動の目標となる

位置とそれを規定する内容を含んでいると考えら

れる．「捕捉・離」は，「捕捉・捕」や「捕捉・

打」を先取りしてポールという明確で具体的な物

が停止あるいは移動している空間的な位置と，身

体の一部あるいは保持した道具の位置とを一致さ

せるために移動する課題であると換言でき，その

時の身体の位置が目標位置である．目標位置まで

の距離が同じであっても，野球の守備では全力疾

走によっても間に合わないような球速であれば頭

から飛び込むようにして捕球する場合もある一

方，球速が遅い場合には送球する課題までを先取

りした移動も可能な場合もある．このように，目

標位置に到達しなければならない時間的制約は異

なる場合がある．

「停止・雛」は，「プレー開始準備時間」に特徴
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規定要因の違いによって目標位置とその数あるい

は面的大きさは異なると見ることができる．

テニスのサービスリターンの場面では，精確な

対応をしようとすれば打球の方向を見て判断する

ことになるが，実際には相手の打球するタイミン

グ以前に相手の形態を見て目標位置を判断してい

る（山田ほか，1994）場合がある．侵入型球技の

守備選手の場合は，前後左右の様々な目標位置へ

移動する可能性の中で，他の選手やゴールとの位

置関係などの変化に対応して目標位置やその規定

要因の多様性を徐々に限定していると考えられ

る．これらの場面では，先取りされる課題内容が

確定せずに多様であるという不確定性が連続的に

変化するのに対応して，小さな姿勢の変化や移動

をしているので，目標位置の確定と移動開始の時

点を明確に特定することは困難であろう．しか

し，課題内容の変化のタイミングをより早く先取

りできること，あるいはより大きな時間的範囲を

先取りできることは，より合目的な形態のための

準備時間を十分に確保してパフォーマンスを向上

させる可能性があると言える．このような場面で

は，先取りされる複数あるいは幅を有した目標位

置が要因となって，それらへの移動のための適切

な位置取りとしての目標位置を規定しているとみ

なすことができるので，目標位置は時間的に遠い

目標位置によって時間的に近い目標位置が規定さ

れるという階層的な関係にあると言えよう．ま

た，相手打球の球速が遅いことによって目標位置

までの時間的制約が小さい場合には打球や打球後

の移動までの課題を先取りしているように時間

的により広い範囲の先取りをすることによって，

全体としてのパフォーマンスを向上させていると

考えられる．従って，時間的制約の不確定｣性は直

接的に対応される課題内容ではなく，先取りの範

囲の不確定性として対応されるとみなすことがで

きよう

オープンスキルは外的状況の変化や予測不可能

性によって特徴付けられるので，移動運動の場合

は，目標位置の移動・変化やそのタイミングなど

の課題内容の不確定性という特徴がこれに対応し

ていると言えるしかし，これらは何れも不確定

きさや場面によって異なるように，目標位置まで

の距離は競技毎に特徴付けられる．侵入型球技は

ネット分離型球技よりもフィールドは一般的に大

きいために移動距離も大きいと言えるが，マン

ツーマン守備では攻撃選手の位置によって目標位

置は小刻みに移動するように，時間的には目標位

置までの距離は比較的小さい場合が多いと考えら

れる．春山（1978）は，往復運動を行う全身選択

反応実験で，目標位置までの距離がおよそ３ｍを

境界としてその合目的な形態が変化する可能性を

報告している．目標位置までの距離の違いが合目

的な形態に影響を与える可能性があるので，課題

内容には目標位置までの距離の違いに対する視点

も必要であろう．

以上のように，ボール非操作の試合課題は目標

位置へ到達することであると換言でき，試合課題

の時間的・空間的課題内容は，目標位置までの距

離と時間的制約の大きさの視点で記述することが

できた．また，目標位置はボールや選手の位置，

フィールド，戦術などの要因によって規定される

とともに，時間的経過に伴ってそれらの規定要因

の特徴に応じて固定，移動，変化する場合がある

ことが示された．こうした課題内容の違いは，そ

の合目的な形態の違いを生じさせる可能性がある

ので，合目的な形態を検討する際に課題内容の違

いを適切に記述することは有意義であろう．

２．課題内容の先取り

研究課題１において，試合課題の内容は多様で

あり経時変化する場合があることが示された．こ

れは課題内容として見れば，目標位置の移動・変

化，あるいは目標位置までの距離や時間的制約の

変化や多様性と対応していると理解できる．従っ

て，課題内容の先取りとは，それらを予め認識す

ることであると言える．テニスのサービスリター

ンの場面では，目標位置は左右方向に連続した線

分的な幅を有し，時間的制約も球速の違いによる

幅を有している．侵入型球技の守備の場合は，他

の選手やボールなどの位置によっていくつかに限

定されたパスコースやシュートへの対応として先

取りされた複数あるいは面的な目標位置があり，
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唖
性の程度の問題であるので，クローズドスキルと

の関係は相対的に捉えるべきものである．クロー

ズドスキルは相対的に課題内容の不確定性がない

ため，先取りする課題内容やその範囲を自身で内

的かつ任意に設定してそれに対する合目的な運動

が可能である．例えば，体操競技では演技内容を

事前に決めることができるので，パフォーマンス

を最大化するように先取りの範囲を任意に決める

ことができる．オープンスキルにおいては，より

早く適切に不確定性を減少させることによって，

より早く合目的な運動を開始することができるの

で，このことはオープンスキルをクローズドスキ

ル化することであると換言できる．テニスのサー

ビスリターンの場合のように，未熟練者は相手の

見るべき所とタイミングを逸し，不必要な所とタ

イミングで見てしまうということはクローズドス

キル化が適切ではないということになる．課題内

容の不確定‘性の減少を適切なタイミングで過不足

無く認識できるという適切なクローズドスキル化

は，高いパフォーマンスを発揮するための重要な

要因であると言えよう．

塵
図２トレーニング運動課題内容モデルにおける

オープンスキルとクローズドスキルの関係

①目標位置の多様性

陸上競技100ｍ走では目標位置は１箇所である

のに対して，侵入型球技のフィールドプレーヤー

では，前後左右の様々な目標位置が存在する可能

性がある．このような目標位置の数や位置の違い

の程度を目標位置の多様性とした．目標位置の多

様性が大きいことはオープンスキル的であると言

え，このパラメーターをトレーニング運動におい

て変化させることが可能である．

②目標位置の可動性

野球の打者が打球後に一塁へ移動している場面

では，－塁という目標位置は固定されている．格

技では相手との適切な間合いをとるために，目標

位置は様々な位置へと小刻みに移動する．侵入型

球技の守備での目標位置は，他の選手やボールの

位置，フィールドにおける位置，戦術などの多様

な規定要因によって移動あるいは変化する可能性

がある．このような個々の目標位置の移動あるい

は変化する可能性とその範囲の大きさの程度を目

標位置の可動性とした．目標位置の可動性が大き

いことはオープンスキル的であると言え，試合場

面に対して可動性を小さくしたトレーニング運動

の課題を設定することが可能である．

③先取りの可能性

野球の守備では，投手の投球を見ることＩこよっ

３．トレーニング運動課題内容モデル

先取りされる課題内容の不確定性を正しく認識

することは高いパフォーマンスのための重要な要

因であることが示唆された．従って課題内容の不

確定性をモデル化することによってその不確定性

を操作することができれば，分習的トレーニング

などでのトレーニングの目的に対応したより適切

な課題を設定できる可能性があると考えられる．

そこでオープンスキルとクローズドスキルの相対

的な関係と課題内容の不確定性との関係に基づ

いて，目標位置の多様｣性，目標位置の可動性，先

取りの可能性を，トレーニング運動の課題を規定

する「トレーニングモデル」のパラメーターとし

て定義した．これらは，先取りされる課題内容の

不確定性を含み，その不確定性の程度は図２に示

すように，オープンスキルとクローズドスキルと

の相対的な関係（図中の鎖線矢印に相当）に対応

している．これらの３つのパラメーターは，以下

のように定義される．
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反復横跳びや，同種のテストあるいはトレーニン

グ運動としてシャトルランなどが一般的に行われ

ている．スタート前の停止している状態では，数

メートル先の固定された一箇所の目標位置を先取

りすることができるので，目標位置の多様性と可

動性は小さい．さらに先取りの可能性はその後の

目標位置も全て事前に決定されているので，反復

横跳びやシャトルランはモデルパラメーターの視

点で，陸上競技100ｍ走や体操競技と同程度にク

ローズドスキル的であると説明できる．一方，侵

入型球技の守備は，ある時間的分節で見れば反復

横跳びと類似の形態での運動が行われている場合

もあるが，他の選手やボールの動き位置などの

様々な規定要因による目標位置に対応しなければ

ならない最もオープンスキル的な課題への対応の

結果であると考えられる．「トレーニングモデル」

は，そうした運動間の違いを課題の視点で適切に

記述することを可能にするものである．

守備選手がボールをインターセプトする場面で

は，いかに早く目標位置を確定できるかという課

題と，いかに早く目標位置に到達できるかという

課題に分節化できる．前者に対しては，ビデオ映

像やモデル化した実際の場面を見るなど（中川，

1985）のように目標位置や規定要因をモデル化す

ることによって，適切なタイミングで適切な所を

見て，適切な判断をするという能力の評価やト

レーニングが行われている．後者に対しては，守

備場面などでは様々な要因によって規定される具

体的な目標物はないが，規定要因の違いを考慮せ

ずに適切に目標位置が確定されたことを前提とし

て，反復横跳びのように目標位置への移動運動と

してトレーニング運動の課題内容を設定すること

ができる．また，全身選択反応実験のように光刺

激を用いたり，他の選手の位置などを規定要因と

して，具体的あるいは抽象的な目標位置が固定，

移動，変化するような課題内容を設定することが

できると考えられる

侵入型球技の守備のトレーニングでは，選手の

数を少なくする，あるいは攻撃パターンを限定す

るなどの分習的方法があると考えられる.これら

は，目標位置の多様'性と可動`性を小さくすること

てボールが打球されるタイミングを事前に十分な

時間的余裕を持って先取りすることができるの

で，捕球のための合目的な形態をとることができ

る．一方，侵入型球技での攻撃選手に対して一定

の近い距離を維持しようとする守備選手は，攻撃

選手のフェイントなどの予測できない小刻みな移

動によって，目標位置に達することが困難にな

る．また相手打球の球速が遅い場合には先取りの

範囲を拡大して全体としてのパフォーマンスを向

上させようとする．このような課題内容を確定す

る時間的余裕や先取りできる範囲の大きさの程度

を先取りの可能性とした．先取りの可能性が小さ

いことはオープンスキル的であると言え，動作改

善などのトレーニングには，試合場面よりも時間

的余裕を大きくした課題を設定することが可能で

ある．

また，３つのパラメーター以外に，不確定‘性を

含まないパラメーターとして目標位置までの距離

と時間的制約を定義した．目標位置までの距離は

不確定性を含む課題内容であるが，その不確定性

は目標位置の多様性によって表現されるものと

し，確定した目標位置までの距離は手を伸ばすだ

けの場合から100ｍ先までのように不確定性とは

無関係に異なるので，トレーニング運動の課題を

設定する際のパラメーターとしては不確定性を含

まないものとした．また目標位置までの時間的制

約については，分習的トレーニングとして課題を

分節化した場合には，分節化した課題における時

間的制約は間接的に規定されないために直接的に

規定する必要のある場合が考えられることから，

｢トレーニングモデル」のパラメーターとして含

めて定義した．

以上のように，「トレーニングモデル」の課題

内容の不確定性を含む３つのパラメーターと，目

標位置までの距離と時間的制約のパラメーター

は，トレーニング運動の課題として様々に変化さ

せて設定することができるものである．

4．「トレーニング運動課題内容モデル」を

利用したトレーニングの可能性

体力テストでは敏捷性を評価するテストとして
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によってクローズドスキル化し，技術的トレーニ

ングでの動作改善を目的とすることに対応してい

るとみなすことができる．一方で，試合場面より

も時間的余裕を与えない連続的な攻撃への対応の

ように先取りの可能性を小さくしたオープンス

キル化によって，ステレオタイプを打破する（村

木，1994,pp99-101.）トレーニングなどとして

工夫する可能性も考えられる．このようにモデル

パラメーターの不確定性を試合での課題との対応

関係の中で適切に操作することによって，また既

存のトレーニングでの課題内容を明確にすること

によって，課題内容の多様性や類似性などの視点

で目的に対応したトレーニングを効率的，効果的

に行える可能性がある．

課題内容のクローズドスキル化は，パフォーマ

ンスや形態的評価を行いやすくなる可能性がある

一方で，試合での課題と乖離することで実践的示

唆が得られ難いという関係を考慮して適切に行う

必要がある．これはトレーニング運動の場合も同

様である．このようなクローズドスキル化した分

習的トレーニング，あるいはオープンスキル化し

たトレーニングがどのように効率的，効果的であ

るか否かは，課題に対する合目的な形態の検討と

併せて今後の研究課題となる．こうした検討に

よって「トレーニングモデル」の妥当性，意義が

一層示されるとともに，さらにモデルを発展させ

ることが可能になるであろう．

固定，移動，変化という視点で適切に記述でき

ることが示された．

．「トレーニングモデル」は，目標位置の多様

性，目標位置の可動性，先取りの可能性の３つ

のパラメーターによってオープンスキルの課題

内容としての特徴を示すことができた．これら

のパラメーターの操作と目標位置までの距離と

時間的制約を適切に設定することによって，目

的とする試合での運動との関係の中でトレーニ

ングの目的に対応したトレーニング運動の課題

内容を設定できることが示唆された．

･今後，課題内容が適切に記述された運動におい

て課題と形態の関係を把握することによって，

合目的な形態の適切な理解が図られるととも

に，そのための効率的，効果的なトレーニング

が工夫されることが期待される．

文献

阿部一佳・岡本進（1985）現代スポーツコーチ実践講座

バドミントン．ぎようせい：東京

江田昌佑・高森秀蔵（1982）現代スポーツコーチ実践講座

ラグビー．ぎようせい：東京

グリフィン，Ｌ・ミッチェル，Ｓ・オスリン，』.：高橋健

夫・岡出美則監訳（1999）ボール運動の指導プログラ

ム.大修館書店：東京，pp6-16、

春山国広（1978）急速反復動作の測定に関する研究．筑波

大学体育科学系紀要，１：101-110．

日比野弘監（2003）ラグビーのルール成美堂出版：東京

石井藤吉郎・佐藤千春・西大立目永（1984）実戦ベース

ボール大修館書店：東京

伊藤浩志・村木征人（2005）スプリント走における主観的

努力度の違いが疾走速度，ピッチ・ストライド，下肢

動作に及ぼす影響．スポーツ方法学研究，１８(1)：６１－

７３．

川口鉄二（2004）スポーツの運動研究に関する問題'性一ス

タートの反応スピードの研究について－．スポーツ運

動学研究，１７:1-12．

金子明友（1974）体操競技のコーチング.大修館書店：東

京

加藤澤男・監物泳三（1982）現代スポーツコーチ実践講座

器械体操（男子)．ぎようせい：東京

金原勇・宮丸凱史・宮丸郁子・永井純.青木積之介・

築地美孝・大西暁志・安田矩明・渋谷貞夫・神尾正

俊・村木征人・松尾昌文・林幸信・西藤宏司・三浦望

慶（1976）陸上競技のコーチング．大修館書店：東京

Ⅳ．まとめ

･球技・非球技・格技などを含む13競技の指導書

に基づいた「試合モデル」とこれを用いた経時

変化フロー図は，試合映像によって照査され，

競技の課題を課題の先取りや球技と非球技など

の特徴と併せて適切に記述することができた．

また競技毎の詳細なモデルを発展させることに

よってトレーニングへの活用の可能性が示唆さ

れた．

･ボール非操作の移動運動の課題は目標位置へ到

達する課題であるとみなすことができ，目標位

置までの距離と時間的制約，および目標位置の



スポーツ方法学研究第19巻第１号平成18年３月2０

日本テニス協会編（1998）テニス指導教本．大修館書店：

東京

日本バレーボール協会編（1988）新訂バレーボール指導教

本.大修館書店：東京

大石三四郎・山中邦夫大（1983）現代スポーツコーチ実践

講座サッカー．ぎようせい：東京

大西武三・水上一・河村レイ子（1983）現代スポーツ

コーチ実践講座ハンドボールぎようせい：東京

大島宏太郎・安藤宏三（1973）剣道独習教本.東京書店：

東京

Poulton,ＥＣ．（1957）OnPredictioninSkilledMovements・

PsychologicalBulletin,５４(6)：467-478．

シュミット，Ｒ：調枝孝治監訳（1994）運動学習とパ

フォーマンス．大修館書店：東京，pp209-215・

シュティーラー，Ｇ・コンツァク，Ｌ・デブラー，Ｈ､：唐

木國彦監訳（1993）ボールゲーム指導事典．大修館書

店：東京，Pp2-3、

塩野克己（1999）運動の学習転移．金子明友・朝岡正雄編

運動学講義．大修館書店：東京，ｐｐ､101-110．

杉原隆（2003）運動指導の心理学.大修館書店：東京，

ｐｐ,61-63．

Treadwell,ＰＪ．（1988）Computer-aidedmatchanalysisof

selectedballgames(soccerandrugbyunion)．Ｉｎ:Reilly〉

ｅｔａｌ.（Eds.）Scienceandfootball：proceedingsofthe

firstworldcongressofscienceandfOotbalLE＆ＦＮ、

Spon:London,pp282-287・

和田尚（2002）運動技能の種類と指導．松田岩男・杉原

隆編運動心理学入門．大修館書店：東京，Ppl51-
153．

山田幸雄・武井光彦・武井昌彦・横田真一（1994）テニス

のレシーブにおけるサービスのコース判断と注視点に

ついて.筑波大学運動学研究，１１(10)：29-37．

湯野正憲・岡村忠典（1979）スポーツＶコース剣道教

室．大修館書店：東京

Kraan,ＧＡ.,Veen,』.,Snijders,Ｃ､J・ａｎｄＳｔｏｒｍ,Ｊ・（2001）

Startingfromstanding;whystepbackwards?Journalof

Biomechanics，３４：211-215．

政二慶（2000）歩．深代千之ほか編スポーツバイオメ

カニクス.朝倉書店：東京，ｐ､9．

マイネル，Ｋ：金子明友訳（1981）マイネル・スポーツ運

動学．大修館書店：東京

松平康隆・豊田博・大野武治・稲山壬子・島津大宣

（1974）バレーボールのコーチング．大修館書店：東

京

松本光弘（1985）SportsfUndamentalskillbookSocceE学

習研究社：東京

松本芳三（1975）柔道のコーチング．大修館書店：東京

Morgan,Ｇ､T)andMcglynn,Ｇ､Ｈ・（1997）Cross-trainingfor

sports,HumanKinetics:Champaign

森下義仁・大門芳行（1982）現代スポーツコーチ実践講座

バスケットボールぎようせい：東京

村木征人（1994）スポーツ・トレーニング理論．ブックハ

ウス・エイチディ：東京

永田晟編（1996）体育の測定・評価.第一法規出版：東京，

ｐ､212．

中川昭（1985）ボールゲームにおける状況判断研究の現状

と将来の展望．体育学研究，３０(2)：105-115．

日本バドミントン協会編（2001）バドミントン教本基本

編．ベースボールマガジン社：東京

日本バスケットボール協会編（2002）バスケットボール指

導教本．大修館書店：東京

日本ハンドボール協会編（1992）ハンドボール指導教本．

大修館書店：東京

日本プロテニス協会（1999）テニス教本．スキージャーナ

ル：東京

日本SAQ協会編（1999）ＳＡＱトレーニング.大修館書店：

東京

日本卓球協会（1990）卓球指導教本．大修館書店：東京

日本卓球協会（1995）卓球コーチ教本.大修館書店：東京


